
12
月
定
例
会
議
の
報
告

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
よ
り
「
真
結
の
会
」
の
活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご

支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
福
島
市
は
、
先
日
の
市
長
選
挙
を

経
て
新
体
制
が
始
動
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
大
き
な

節
目
の
中
に
あ
り
ま
す
。
市
政
の
リ
ー
ダ
ー
が
交
代

し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
に
新
し
い
風
が
吹
き
込
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
山
積
す
る
課
題

に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
柔
軟
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
会
派
一
同
も
、
こ
の
新
た
な
変
化
を
機
に
、

市
民
の
皆
様
の
視
点
に
立
っ
た
建
設
的
な
議
論
を
さ

ら
に
深
め
な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
守
り
手
と
し
て
、

お
一
人
お
一
人
の
切
実
な
声
を
丁
寧
に
市
政
へ
と
届

け
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
福
島
市
の
未
来
を
形

に
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
合
議
制
機
関
と
し
て
、
確
か
な
監
視
役
の
責
務
を

果
た
し
な
が
ら
、皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら

し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
12
月
定
例
会
議
は
12
月
１
日
か
ら
開

か
れ
、
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議
案

26
件
及
び
報
告
１
件
、
歳
入
歳
出
予
算
、
継
続
費
等

の
補
正
で
総
額
33
億
４
，
０
０
０
万
円
余
を
追
加
さ

れ
、
厳
正
な
審
査
の
上
、
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

会
議
の
期
間
中
、
12
月
10
日
に
は
馬
場
雄
基
市
長

が
初
登
壇
し
、
所
信
を
表
明
。
25
日
に
は
物
価
高
の

影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

に
、
こ
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円
の
物
価
高
対
応
子

育
て
応
援
手
当
の
支
給
に
要
す
る
経
費
と
し
た
、
歳

入
歳
出
の
補
正
総
額
７
億
９
，
５
０
０
万
円
余
を
可

決
承
認
し
ま
し
た
。

当
会
派
の
代
表
質
問
は
宍
戸
一
照
議
員
、
一
般
質

問
で
は
、
当
会
派
か
ら
６
人
の
議
員
が
諸
課
題
を
質

し
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
に
よ

り
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
に
お
い
て
も
、
選

ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
、
社
会
基
盤
の
維
持
、
経
済
成

長
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
持

続
可
能
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
を

行
う
た
め
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
当
会
派
か

ら
は
鈴
木
正
実
議
員
、
川
又
康
彦
議
員
、
副
委
員
長

と
し
て
二
階
堂
利
枝
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
て

真さ
な
田だ 

広ひ
ろ
志し
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福
島
市
議
会

　市民の皆様と真に心を結び、
人々が生き生きと、そして心穏
やかに暮らせる県都・ふくしま、
県境を越えた広域圏域のリー
ダーにふさわしい中核市・ふく
しまの実現を目指す。

　市民の皆様と同じ目線に立ち
様々な政策提言をするととも
に、厳しい環境に取り巻かれて
いる地方議会の在り方を見つめ
直し真に開かれた、期待される
議会を目指す。
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令
和
７
年
12
月
定
例
会
議
一
般
質
問（
抜
粋
）

　
中
心
市
街
地
の

　
歩
行
者
量
を
増
や
す

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
の

　
コ
メ
生
産
に
つ
い
て

　
民
間
に
よ
る
各
種
学
校
の

　
誘
致
に
つ
い
て

 

「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
窓
口
」
導
入
に
よ
る

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
駅
東
口
再
開
発
事
業
に

　
つ
い
て

　
ク
マ
対
策
に
お
け
る

　
猟
友
会
並
び
に
県
と
の

　
連
携
に
つ
い
て

本
市
の
中
心
市
街
地
は
個
人
店
が

多
く
、
個
性
の
豊
か
さ
が
魅
力
で
あ

る一方
、
他
の
県
庁
所
在
地
と
比
較

し
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
が
非
常

に
少
な
く
、
日
曜
日
や
深
夜
の
需
要

に
対
し
て
応
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
出

店
を
促
す
た
め
に
歩
行
者
量
を
増
や

す
取
り
組
み
と
し
て
、
お
店
を
回
遊

す
る
た
め
の
、
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
や

催
事
で
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
る

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
整
備
し
、
単

発
イ
ベ
ン
ト
型
の
「
点
」
か
ら
、
連

携
に
よ
る
「
線
」、
そ
し
て
年
間
を

通
じ
た
「
面
」
へ
と
展
開
す
る
仕
組

み
を
作
る
必
要
性
に
つ
い
て
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
と
と
も
に
、
前
向
き
に
検
討
し

て
ま
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

水
田
の
も
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮

し
食
料
安
全
保
障
の
確
立
と
遊
休
農

地
を
増
や
さ
な
い
為
に
も
コ
メ
の
増

産
体
制
を
と
り
、
需
要
の
確
保
に
は

備
蓄
米
や
米
粉
等
の
活
用
と
輸
出
拡

大
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
り
農
村
社

会
の
維
持
発
展
を
図
る
べ
き
で
あ
る

と
所
見
を
伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
農
政
部
長
）
か
ら
は
、
日

本
人
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
を
安
定
的

に
生
産
し
、
供
給
す
る
体
制
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
は
食
料
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
重
要
で
あ
り
、
国
の
水
田
政

策
に
お
け
る
農
村
地
域
の
保
全
や
振

興
も
重
要
な
視
点
で
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
充
実
し
た
水
田
政
策
に
よ

り
農
村
地
域
の
維
持
発
展
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
適
時
適
切
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

福
島
駅
前
集
客
拠
点
施
設
に
つ
い
て

⃝

松
陵
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

令
和
5
年
9
月
定
例
会
議
で
民
間

に
よ
る
各
種
学
校
の
誘
致
を
提
案
し
、

「
今
後
よ
り
組
織
的
な
体
制
を
整
備

し
、
必
要
と
さ
れ
る
学
校
の
種
別
や

取
得
で
き
る
資
格
等
の
分
野
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
な
が
ら
積
極
的
に
誘
致
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
状
況
を

伺
い
ま
し
た
。

当
局
（
政
策
調
整
部
長
）
か
ら
は
、

現
時
点
で
は
誘
致
に
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
必
要
と
さ
れ
る

学
校
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
、
各

種
学
校
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝

5
ス
タ
ー
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ
い
て

⃝

行
政
情
報
の
可
視
化
に
つ
い
て

⃝

福
島
駅
東
口
地
区
第一種
市
街
地

　
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

⃝

市
民
参
加
型
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

　
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
よ
る
労
働
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
高
品
質
の
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
さ
せ
る
為
の
Ｄ
Ｘ
推

進
に
つ
い
て
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

の
導
入
に
よ
る
想
定
さ
れ
る
効
果
を

具
体
的
な
数
値
目
標
を
含
め
伺
い
ま

し
た
。

当
局
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）

か
ら
は
、
令
和
8
年
2
月
か
ら
導

入
予
定
の
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
」
は
職
員
が
窓
口
で
申
請
者

と
一緒
に
手
続
き
を
進
め
る
た
め
記

載
の
負
担
が
少
な
く
、
そ
の
場
で
申

請
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
特
に
多

く
の
申
請
書
の
記
載
が
必
要
と
な
る

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
効
果
が
期
待
で

き
、
例
え
ば
6
名
世
帯
の
転
入
の
場

合
、
氏
名
の
記
載
が
38
回
か
ら
14
回

に
、
住
所
の
記
載
が
21
回
か
ら
0
回

に
縮
小
さ
れ
、
手
続
き
時
間
も
2
割

程
度
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

市
長
選
に
お
け
る
市
長
の
公
約

「
再
開
発
事
業
の
再
整
理
、
立
ち
止

ま
っ
て
磨
き
な
お
し
」「
優
先
工
区
の

設
定
」
を
含
め
東
口
再
開
発
事
業
や

西
口
、
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。
東
口
再
開
発
に
つ
い
て
市

長
は
「
あ
く
ま
で
も
市
が
取
得
す
る

公
共
エ
リ
ア
に
つ
い
て
」
と
し
た
う

え
で
、
現
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ

て
は
①
日
常
的
に
市
民
が
ど
の
よ
う

に
利
用
す
る
か
②
当
初
の
計
画
か
ら

増
え
続
け
る
事
業
費
の
妥
当
性
を
精

査
す
る
③
10
年
後
の
福
島
を
見
据
え

る
︱
と
の
3
点
を
意
識
し
方
向
性
を

見
定
め
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま

た
優
先
工
区
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
に
お
い
て
優
先
工

区
を
設
け
る
こ
と
が
難
し
い
構
造
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
し
、
基
本

設
計
通
り一体
的
に
進
め
開
業
に
間

に
合
わ
せ
た
い
と
し
ま
し
た
。

ク
マ
対
策
に
つ
い
て
目
撃
頭
数
を

は
じ
め
様
々
な
質
問
を
行
い
ま
し
た

が
、
特
に
、
市
の
専
門
職
員
と
猟
友

会
と
の
連
携
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

又
、
農
業
被
害
に
対
す
る
ク
マ
の
捕

獲
お
よ
び
駆
除
に
つ
い
て
県
と
情
報

共
有
す
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
罠
（
わ
な
）

の
設
置
、
見
回
り
等
で
猟
友
会
と
は

す
で
に
連
携
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
よ
り
連
携
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
専
門
職
員
を
そ
れ
ぞ
れ

の
支
部
で
割
り
振
る
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。
農
業
被
害
に
つ
い
て
は
県

の
市
内
で
の
捕
獲
頭
数
は
22
頭
で
あ

り
、
県
内
で
も
最
も
多
い
た
め
捕
獲

状
況
を
共
有
す
る
よ
う
県
に
伝
え
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
捕
獲
の
実

施
主
体
が
猟
友
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
だ
け
で
な
く
猟
友
会
と
も
連
携
を

よ
り一層
と
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　今回の質問の全体内容は、福島市議会ホームページ【https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gikai/nittei-chukei/2/gikairokugachukei.html】の「議会録画中継」でご覧いただけます。

　
今
回
の
12
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
当
会
派
か
ら
は
斎
藤
正
臣
議
員
・
尾
形
武
議
員
・
根
本
雅
昭
議
員
・
菅
原
美
智
子
議
員
・

鈴
木
正
実
議
員
・
川
又
康
彦
議
員
の
６
名
が
、
当
面
す
る
市
政
各
般
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。
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令和７年 12月定例会議代表質問

土留用に残したコンクリート壁面

【政策調整部】データブ
ック作成委託料100万
円を計上しました。 本
市の人口や財政状況、
産業・経済、教育、福祉
など幅広い分野の統
計データを折れ線グラ
フやマッピングなどにより視覚的に訴えるものに整理し、中学
生にも分かりやすくまとめます。市ホームページで公開、市民
目線のまちづくりの土台として活用できる構成とします。

【消防本部】市火災予防条例と火入れに関する条例の一部を改
正します。林野火災の防止を目的とした林野火災注

意報を新設するとともに注意報発令中には火
気使用を制限する市民の努力義務を追加

します。対象期間は11月から翌年5月
まで。また火災と紛らわしい煙また

は火炎を発するおそれのあるたき
火について届け出を明確にします。
施行は令和8年1月1日。

【農政部】令和7年度ツキノワグ
マの目撃情報件数は過去5年の約

5倍と増加し市街地にも侵入しまし
た。市では50枠の箱罠を設置し、39

頭を捕獲し駆除しました。クマ対策強化
方針の実施状況は（1）クマ対策の市民等へ

の周知徹底、（2）クマを寄せ付けない環境の改
善、（3）監視体制と出没時対応の強化、（4）クマ対策の

体制強化、危機管理対策本部を設置し22回開催しました。
【市民・文化スポーツ部】消費生活センター消費生活相談窓口
を市民相談室と一元化し連携を強化することで消費生活のさ
らなる安定と向上を図るため本町から本庁舎へ移転します。

【商工観光部】工業振興費として7,695万円が計上され、おお
ざそうインター工業団
地等の進出企業3社に
交付されます。大ゴッ
ホ展街なか誘客促進
事業、財産処分の件等
を審査しました。

【教育委員会】「福島
市学校給食センター
条例の一部改正につ
いて」安全・安心で質
の高い学校給食を提
供するため、条例を
改正し老朽化した施

設を統合・集約し、新たに「中央学校給食センター」を設置しま
す。改正により、公立・私立の枠を超えた市内小中学校への給
食提供が可能となりました。その第一歩として、来年4月に男女
共学の小中一貫校として開校する「桜の聖母学院」と覚書を締
結。東部学校給食センターから配食を開始します。

【こども未来部】　「物価高騰子育て応援手当」
物価高騰の影響を受ける子育て世帯を
支援するため、国の交付金を財源とし
て、子ども1人当たり2万円を支給す
る『物価高対応子育て応援手当』
に関連する経費など、総額7億
9,500万円を追加計上しました。

【都市政策部】福島駅東口地区市
街地再開発事業において、令和8
年度の建設本体工事着手に向けて、
旧辰巳屋ビルの「地下躯体」の解体
工事と、旧平和ビルの地下躯体の解体
工事と一部埋戻し工事の着手に向けた補
正予算を審査しました。補正前の事業費12億5，
916万円に、今回の補正が2億8,400万円加わり、合計
15億4,316万円になります。

【上下水道局】令和8年度から上下水道局のすべての事業を公
営企業化し、効率的な運営により経営基盤を強化し、サービス
の安定化とともに、大規模な自然災害に備えて、上下水道施設

の老朽化対策や
防災対策を一体
的に迅速かつ着
実に推進するた
め関係条例の改
正7件、廃止1件
を審査しました。

　馬場雄基市長の市政方
針を伺いました。人づく
りからはじまり、まちづ
くり、未来づくり、共に
前へ進む次世代文教都市
実現を目指すと答弁があ
りました。また福島市の
現状をとらえて市民目線

の大改革を行うため３つの最優先事項の１番目に「データ行政の確立」
を上げた狙いについては市民目線の新たなまちづくりを進めるため、客
観的データを共有し市の実態をつかむことが重要と考えると答弁があり
ました。令和８年度から始まる第７次総合計画策定を一年延長して市長
が掲げる３つの最優先事項と８つの基本方針をいかに反映させるか伺い

ました。市民のワークショップなどで募った市民の思いや市民懇談会な
どでまとめられた経過・内容を踏まえて今後有識者懇談会で内容を吟
味して磨き上げを行います。また市内18地区で主体的にまとめられた
「ふくしま共創のまちづくり計画」は、地域の課題解決にむけてまとめ
た地域の思いを尊重して令和８年度当初からスタートさせると答弁があ
りました。東口再開発事業の再整理を行う質問については、市が取得す
る公共エリアを①市民の日常的な利用の可能性、②物価高の中で事業費
の妥当性精査、③10年後の福島市の姿の３点から整理して負担軽減に
努め関係者間で検討を早急に進めて開業予定は遅らせることなく進めた
いと答弁がありました。人口減少対策の質問は、若年層の流失を社会現
象ととらえて成功体験づくりで郷土愛を醸成し、短期的には選ばれるま
ちづくりを進め、中長期的な視野でデータ把握により、このまちなら住
み続けられるまちづくりを進めると答弁がありました。小学校給食費無
償化は国の方針を受けて令和８年４月から実施するが、中学校の給食費
無償化についても４月から独自に実施するとの答弁がありました。

福島市議会には４つの常任委員会
があり、あらかじめ決められた

担当所管について、少人数で集中的に審議を
尽くすために設置された委員会です。

常任委員会の報告
それぞれが所管する事務の調査、議案、請願、陳

情などの審査を行っております。なお、□内
は、それぞれの常任委員会における当会派

の所属議員名です。◎は委員長。

文
教
福
祉

建
設
水
道

総　
務

経
済
民
生

宍
戸 

一
照
／
鈴
木 

正
実

◎
斎
藤 

正
臣
／
尾
形 

武

◎
根
本 

雅
昭
／
真
田 

広
志

／
菅
原 

美
智
子
　
　
　
　

◎
川
又 

康
彦
／
二
階
堂 

武
文

／
二
階
堂 

利
枝
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真さ
な

田だ 

広ひ
ろ

志し

宍し
し

戸ど 

一か
ず

照て
る

斎さ
い

藤と
う 

正ま
さ

臣お
み

二に

階か
い

堂ど
う 

利り

枝え

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

実み

尾お

形が
た 

武た
け
し

根ね
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と 

雅ま
さ

昭あ
き
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が

原わ
ら 

美み
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子こ

川か
わ

又ま
た 

康や
す

彦ひ
こ

二に

階か
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堂ど
う 

武た
け

文ふ
み
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福
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総
務
会
長

総
務
会
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長

副
会
長

相
談
役

政
調
会
長

政
調
会
副
会
長

幹
事
長

相
談
役

所属議員一覧

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
総
務
常
任
委
員

◦
経
済
民
生
常
任
委
員
長

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
委
員

◦
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

　
調
査
特
別
副
委
員
長

◦
経
済
民
生
常
任
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員
長

◦
議
会
運
営
委
員

◦
文
教
福
祉
常
任
委
員

◦
建
設
水
道
常
任
委
員
長

◦
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会

◦
建
設
水
道
常
任
委
員

昨
年
12
月
議
会
で
は
当
会

派
か
ら
７
名
も
の
議
員
が
質

問
の
た
め
に
登
壇
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
傍
聴
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
を

歩
き
、
声
を
伺
う
中
で
見
え

て
く
る
課
題
や
期
待
は
、
一

つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
年
の
始
ま

り
に
あ
た
り
、
今
年
も
そ
う

し
た
一
つ
一
つ
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
現
場
に
根
ざ

し
た
議
論
と
行
動
を
積
み
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
年
が
、
本
市
に
と

っ
て
着
実
な
前
進
を
感
じ
ら

れ
る
一
年
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

行政視察報告 先進自治体にて、行政視察を行いました。

浜
松
市
で
は
、
地
域
幸
福

度
（W

ell-Being

）
指
標
を

活
用
し
た
〝
は
ま
ま
つW

ell-
Being

ア
ワ
ー
ド
〟
や
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（O

ASIS

）

が
行
わ
れ
て
お
り
、
過
去
に
は

一
般
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究

所
が
発
表
し
て
い
る
全
国
20
政

令
指
定
都
市
の
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
で
総
合
1
位
に
な
る
等
、大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

〝
は
ま
ま
つW

ell-Being

ア
ワ
ー
ド
〟
は
、
市
民
の
幸

福
感
向
上
を
目
的
と
し
て
、
企
業
や
団
体
のW

ell-Being

に
関
す
る
取
組
を
表
彰
す
る
も
の
で
、O

ASIS
は
、
市
民
の

幸
福
感
や
暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
る
政
策
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、W

ell-
Being

に
関
す
る
指
標
を
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
幸
福
度
向
上
の
た
め
に
提
言
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
不
登
校
児
童

生
徒
は
過
去
５
年
間
で
昨
年
の

同
時
期
と
比
較
す
る
と
小
学
校

で
は
２
．
３
倍
、
中
学
校
で
昨

年
減
少
し
た
も
の
の
５
年
間
の

推
移
を
み
る
と
１
．
８
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
不
登
校
の
増
加

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

で
す
。
不
登
校
児
童
生
徒
支
援

の
先
進
事
例
と
し
て
板
橋
区
を
視
察
し
ま
し
た
。
板
橋
区
で

は
令
和
7
年
6
月
か
ら
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
「
バ

ー
チ
ャ
ル
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」
と
名
付
け
て
Ｖ
Ｌ
Ｐ
を
運
用

し
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
の
が
、
専
門
的
心
理
学
を
専
攻
し

た
フ
レ
ン
ド
心
理
支
援
員
が
不
登
校
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が
安
心
で
き
る
空

間
、
居
場
所
が
リ
ア
ル
へ
と
広
が
り
最
終
的
に
は
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

本
市
で
も
不
登
校
児
童
生
徒
が
減
少
す
る
よ
う
提
言
に
結

び
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
き
ま
バ
イ
ト
の
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
企
業
で
あ
る
、
株

式
会
社
タ
イ
ミ
ー
と
下
呂
市
が

２
０
２
３
年
に
事
業
連
携
協
定

を
締
結
し
市
内
事
業
者
に
市
主

催
の
説
明
会
を
行
う
こ
と
で
利

用
事
業
者
を
4
倍
に
増
加
し
利

用
者
も
大
幅
に
増
加
。
特
に
下

呂
温
泉
で
の
宿
泊
業
や
飲
食
業
、

ま
た
、
特
産
の
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
農
家
や
、
販
売
す
る
ス

ー
パ
ー
に
お
い
て
タ
イ
ミ
ー
経
由
の
ス
キ
マ
バ
イ
ト
の
働
き

手
が
市
内
の
人
手
不
足
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
が
確

認
で
き
ま
し
た
。
特
に
市
外
か
ら
の
ワ
ー
カ
ー
の
流
入
が
増

え
る
こ
と
で
市
内
の
労
働
環
境
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
全
国
有
数
の
温
泉
地
を
有
し
、
果

物
王
国
で
も
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
人
材
確
保
は
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
連
携
協
定
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
利
用
す
る
こ
と

で
費
用
を
最
小
限
に
し
、
人
材
確
保
が
可
能
に
な
る
点
は
参

考
に
な
り
、
市
当
局
に
も
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

浜
松
市
で
は
、
メ
タ
バ
ー
ス

を
活
用
し
た
魅
力
発
信
事
業
や

婚
活
を
行
っ
て
お
り
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

魅
力
発
信
事
業
で
は
、
バ
ー

チ
ャ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
体
験
型

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と

で
ブ
ー
ス
来
場
者
に
よ
る
自
発

的
な
発
信
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
が
り
、

浜
松
市
の
魅
力
が
拡
散
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
に
よ
り
、
様
々
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
動
画
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
方
で
も
自
宅
か
ら
参
加
で
き
る
内
面
重
視
の
出
会
い
の
場

を
提
供
し
て
お
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

浜
松
市
の
事
例
は
先
進
的
な
取
り
組
み
で
、
実
り
多
い
視

察
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
具
体
的
施
策
を
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦
総
務
常
任
委
員

◦
議
会
運
営
副
委
員
長

◦
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

　
調
査
特
別
委
員
会

浜
松
市

板
橋
区

　
「
地
域
幸
福
度（w

ell-Being

）指
標
の

　
活
用
に
つ
い
て
」

　
「
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
」

下
呂
市

浜
松
市

　
「
株
式
会
社
タ
イ
ミ
ー
と
の

　
事
業
連
携
協
定
に
つ
い
て
」

　
「
メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て
」
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